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「グローバルＣＯＥプログラム」（平成１９年度採択拠点）事業結果報告書                            概 要 

機 関 名 早稲田大学 機関番号 ３２６８９ 拠点番号 Ｂ１３ 

１.機関の代表者 

 （ 学 長 ） 

(ふりがな<ローマ字>)  KAMATA KAORU 

（氏 名）  鎌田 薫 

２．申請分野 

（該当するものに○印） 
Ａ<生命科学> Ｂ<化学、材料科学> Ｃ<情報、電気、電子> Ｄ<人文科学> Ｅ<学際、複合、新領域> 

３．拠点のプログラム名称 

  （英訳名） 

「実践的化学知」教育研究拠点 

Global COE for Practical Chemical Wisdom 

 研究分野及びキーワード <研究分野：複合化学>(メソ化学)(精密合成)(表面・界面)(機能物質化学)(自己組織化)

４．専攻等名 先進理工学研究科 応用化学専攻、化学・生命化学専攻、生命医科学専攻、ナノ理工学専攻

５．連携先機関名 

（他の大学等と連携した取組の場合） 
 

６．事業推進担当者           計  ２４名 

※他の大学等と連携した取組の場合：拠点となる大学に所属する事業推進担当者の割合［１００％］
ふりがな<ローマ字> 

氏  名 
(年齢) 

所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 
役 割 分 担 

（事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項）

（拠点リーダー） 

KURODA KAZUYUKI 

黒田一幸 (61) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 無機固体化学/工学博士 全体の統括・階層制御部門・拠点運営 
ASAHI TORU 

朝日透 (49) 先進理工学研究科(生命医科学専攻)・教授 結晶物理工学/博士(理学) 理論･先端計測部門・研究倫理担当 

OSAKA TETSUYA 

逢坂哲彌 (66) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 応用物理化学/工学博士 界面･表面部門・拠点運営・学位審査強化担当 

OYAIZU KENICHI 

小柳津研一 (44) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・准教授 高分子化学/博士(工学) 界面･表面部門・教育プログラム担当 

OGAWA MAKOTO 

小川誠 (47) 先進理工学研究科(環境資源及材料理工学専攻)・教授 応用鉱物化学/博士(工学) 界面･表面部門・広報担当 

KINO KUNIKI 

木野邦器 (56) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 応用生物化学/工学博士 生体機能部門・産学連携担当 

KIRIMURA KOHTARO 

桐村光太郎 (51) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 応用生物化学/工学博士 
生体機能部門・教育プログラム担当 
平成19年7月20日追加 

SHIBATA TAKANORI 

柴田 高範(45) 先進理工学研究科(化学・生命化学専攻)・教授 有機合成化学/博士(理学)
精密合成部門・国際シンポジウム担当 
平成21年4月1日山口正から交替 

SHIMIZU ISAO 

清水功雄 (59) 先進理工学研究科(生命理工学専攻)・教授 生命分子工学/工学博士 
精密合成部門・産学連携担当 
平成19年7月20日追加 

SUGAHARA YOSHIYUKI 

菅原義之 (51) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 無機合成化学/工学博士 階層制御部門・情報集積･発信担当 

SEKINE YASUSHI 

関根 泰(43) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・准教授 触媒化学/博士(工学) 
界面・表面部門・企画担当 
平成21年4月1日追加 

TAKEOKA SHINJI 

武岡真司 (49) 先進理工学研究科(生命医科学専攻)・教授 高分子化学/工学博士 階層制御部門・広報担当 

TAKEYAMA HARUKO 

竹山春子 (51) 先進理工学研究科(生命医科学専攻)・教授 生物工学/博士(工学) 生体機能部門・出版担当 

TSUNEDA SATOSHI 

常田聡 (46) 先進理工学研究科(生命医科学専攻)・教授 化学工学/博士(工学) 生体機能部門・出版担当 

NAKAI HIROMI 

中井浩巳 (47) 先進理工学研究科(化学・生命化学専攻)・教授 量子化学/博士(工学) 理論･先端計測部門・化学英語訓練担当 

NAKADA MASAHISA 

中田雅久(53) 先進理工学研究科(化学・生命化学専攻)・教授 有機化学/博士(薬学) 精密合成部門・国際シンポジウム担当 

NISHIDE HIROYUKI 

西出宏之 (64) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 高分子化学/工学博士 精密合成部門・拠点運営・学位審査強化担当 

HIRASAWA IZUMI 

平沢泉 (58) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 化学工学/工学博士 階層制御部門・若手研究者支援担当 

FURUKAWA YUKIO 

古川行夫 (56) 先進理工学研究科(化学・生命化学専攻)・教授 構造化学/理学博士 理論･先端計測部門・教育戦略担当 

HOSOKAWA SEIJIRO 

細川誠二郎 (44) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・准教授 有機合成化学/博士(農学)
生体機能部門・若手研究者支援担当 
平成23年4月1日竜田邦明から交替 

HORIKOSHI YOSHIJI 

堀越佳治 (68) 先進理工学研究科(ナノ理工学専攻)・教授 半導体工学/工学博士 界面･表面部門・研究戦略担当 

HOMMA TAKAYUKI 

本間敬之 (47) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 応用電気化学/博士(工学) 階層制御部門・カリキュラム担当 

MATSUKATA MASAHIKO 

松方正彦 (51) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 触媒化学/工学博士 精密合成部門・実学体験担当 

MOMMA TOSHIYUKI 

門間聰之 (44) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・准教授 応用電気化学/博士(工学) 理論･先端計測部門・機関協働担当 

TATSUTA KUNIAKI 

竜田 邦明 (71) 先進理工学研究科(応用化学専攻)・教授 有機合成化学/工学博士 
生体機能部門・拠点運営・キャリアパス担当 
平成23年3月31日退職のため細川誠二郎に交替

YAMAGUCHI TADASHI 

山口 正（49） 先進理工学研究科(化学・生命化学専攻)・教授 錯体化学/理学博士 
精密合成部門・国際シンポジウム担当 
平成21年3月31日柴田高範に交替 
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【公表】 

機関（連携先機関）名 早稲田大学 

拠点のプログラム名称 「実践的化学知」教育研究拠点 

中核となる専攻等名 先進理工学研究科 応用化学専攻 

事 業 推 進 担 当 者  （拠点リーダー） 黒田 一幸            外２３名 

［拠点形成の目的］ 

「実践的化学知」(Practical Chemical Wisdom)とは社会･人間に関わる課題について俯瞰的な問題意識
を起点に、実用を強く指向した複合化学である「メソ化学」を推進する英知・知力を意味する。本拠点は、
それら「英知」の構築と化学系研究者の「知力」養成を目的としている。21COE｢実践的ナノ化学教育研究
拠点｣の実績を踏まえ、ナノ構造体をﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟで創製できる実力を土台と位置づけ、環境に優しく人間生
活に貢献する革新的材料開発を指向したメソ化学を拠点の指導原理として、実践的な研究の展開および
国際連携を通した世界水準の人材育成を図る。活力溢れ魅力ある共同研究・産学連携をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに展
開し、その研究ﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑのなかに人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを組み込み、若手研究者の能力をｽﾊﾟｲﾗﾙｱｯﾌﾟさせ
る。 

「メソ化学」は、ナノｽｹｰﾙ化学を超えるメソｽｹｰﾙ複合化学の実践である。メソｽｹｰﾙでの物質描像に基
づく次元・階層・時空間を意識した材料設計と創出を、若手研究者参画のもと強力に展開する。化学の隣
接分野を取り込みながらメソ化学の学問領域を開拓し、技術革新を誘発し社会に貢献する化学･材料科
学分野の世界拠点の一つになることを目的とする。 
［拠点形成計画及び達成状況の概要］ 

社会の持続的発展を支える次世代材料開発は、我が国学術･産業の先導性の維持発展に極めて重
要との共通認識のもと、その指導原理となりうるメソ化学の開拓と実践を通じて、内外から当初の期待以
上の評価を受け社会貢献の期待できる強力な拠点として機能してきた。実践的化学知の創出に向け、拠
点内に５研究部門（精密合成、階層制御、界面・表面、生体機能、理論・先端計測）を設置し、実用を意
識したメソ化学の学術創製を多角的な観点から重層的かつ効果的に展開した。拠点内での公募による
相乗的連携研究、実用化を意識したﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ研究、根幹となるメソ化学の確立を趣旨とする拠点化研究
など、拠点形成を促進する様々な研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施し、メソｽｹｰﾙの物質描像を切り口とする斬新な研
究成果を挙げた。海外協働拠点と提携し、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視野をもった質高い連携を促進すると同時に、本拠
点を中核とする他機関の共同をも触発し、メソ化学を手段とする斬新な物質合成や階層性の分子設計に
関する独自の思想を展開した。業績評価に基づく事業推進担当者の入替、メソ化学の学理など分野を特
化した合宿形式での国際会開催など、人的資源および情報発信力で組織の充実を計った結果、メソ化学
の存在感が内外から認められ学術領域の一つとして定着している。 

人材育成は以下の点を柱として展開した。①博士修了者の国際水準の保証と支援体制：気鋭の欧米
教授を博士課程学生の研究ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとし定期的に接触させるとともに、学位論文の副査を委嘱し、審
査の国際水準を保証している。能力別に経済支援し、強く動機づけられ社会貢献の意識高い博士学位
取得者を質高く輩出している。②徹底した化学英語訓練を基軸とする国際性の涵養：国際的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
力の格段なる向上に向けて、米ﾐｼｶﾞﾝ大との共催ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「実践的化学英語講座（Ann Arborｷｬﾝﾊﾟｽ）」を
開講し、若手研究者を派遣して実践的英語力を飛躍的に高めている。国内での｢実践的英語講座合宿｣
も密度濃く実施し、英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝならびにﾃｸﾆｶﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞの演習を徹底している。③若手研究者の
雇用と支援：若手研究者から選抜し、客員准教授・研究助手などとして雇用している。若手主導の研究を
奨励研究費で育成・支援し、挑戦的課題に取り組ませている。④実践研究の訓練：「メソ化学実践ラボ
群」を整備し、若手研究者に産学・海外との連携研究に参加させ、実学の尺度で厳しく評価・指導し、足
腰強く志高い研究者を養成している。「実践的化学知GCOE研究所」を中核とし、「ﾅﾉﾃｸﾌｧｳﾝﾀﾞﾘ」など学
内組織も活用し、メソｽｹｰﾙの物質創製に関する強みを発揮できる環境で実践的な視点を養っている。ま
た、ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ作製などの現場体験を通して実践的な視点を養成している。21COEからの｢若手成果発表
討論会｣も継続し、若手の実践研究への特段の意欲向上を図っている。綿密な計画策定と意識付けを経
た上で海外協働拠点への単身長期派遣・受入れを通して、多様な研究環境での武者修行や他流試合を
経験させている。⑤責任ある研究者育成：RCR(Responsible Conduct of Research)委員会を設置し、研究
倫理に関する教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを必修としている。⑥博士修了後のｷｬﾘｱﾊﾟｽ支援：本学博士ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰを活
用し、研究特化型の若手教員が所属する｢高等研究所｣をさらなる競争力養成の場と位置づけ、一流の
研究機関･大学･企業研究所等への接続･転出を強力に後押ししている。 

以上を通じ、メソ化学の本質を明らかにすべく教育研究の充実を計り、国際的にﾕﾆｰｸなﾊﾌﾞとして認識
されるに至り、本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ期間で博士課程学生数、他大学および企業との共同研究が着実に増加してい
る。メソ化学の代表例であるメソ多孔体発祥の地である本学には、国際拠点として多くの人材育成と情報
集積の実績に立脚して、メソ化学の教育研究風土が根付いている。メソ化学を展開できる研究者が集結
する世界唯一の拠点として、世界最高水準のCOEに相応しい十分な実績と教育研究環境を形成・保持し
ている。 
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                                                                     様式３【公表】

６－１．国際的に卓越した拠点形成としての成果  
国際的に卓越した教育研究拠点の形成という観点に照らしてアピールできる成果について具体的かつ明確、簡潔に記入してください。 

 

5年に亘った事業期間での集中的な展開により、研究活動面ではメソ化学に関わる情報集積・発信によ
る認知度が格段に向上した世界的なﾊﾌﾞとして、人材育成面では、「化学知」の理念のもと、実践的視野と
競争力を備えた足腰強い国際水準の若手研究者を多数輩出した点で顕著な成果を挙げた。 
 
(1) 研究活動面での成果 
1-1) 海外協定に関わる成果 これまで2国間で行われてきた箇所間協定を、その成果に基づいて拠点が
主導・媒介する形で3国間に面展開する方法で、多次元的な成果の拡張と集積を可能とする情報ﾊﾌﾞとし
ての位置づけが定着した。これら面展開させた協定毎に、分野と思想を揃えた集中ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（例えば米ｴ
ｰﾙ大・豪ﾓﾅｯｼｭ大とのｸﾞﾘｰﾝｹﾐｽﾄﾘｼﾝﾎﾟなど）を開催し、永続的で実効性ある協力体制（ﾓﾅｯｼｭ大における
早稲田ﾗﾎﾞ（1ﾌﾛｱ割当）やｴｰﾙ大との恒常的人材交流ｼｽﾃﾑなど）を構築した。ﾎﾞﾝ大との協働が独
Excellent Initiativeﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（独版WPI相当）の採択に直結したことは特筆すべき成果の一つに挙げられ、同
大にも拠点の早稲田ﾗﾎﾞが開設されるに至っている。 
 
1-2) 主催・共催行事に関する成果 本学が共催し本拠点が
後援したCSJ化学ﾌｪｽﾀにおけるﾉｰﾍﾞﾙ賞受賞者との懇談会、
共催行事として拠点の実験設備を使用して開催した国際化
学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ、退職教員の記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑなども含め、内外に向
けた情報発信の機会として積極的に活用し、拠点の活動成
果を広くｱﾋﾟｰﾙした。 
 
1-3) 招聘・受け入れに関する波及効果 情報ﾊﾌﾞとしての着
実な成果を得て、国際的に存在感ある拠点となってきた結
果、これまで個々の教員間の信頼と実績に基づいていた海
外著名研究者の招聘・受入れが拠点全体として効率的に行
われるようになり、海外からの依頼を受けて本拠点に数ヶ月におよぶ長期滞在の例も増加している（例え
ば米ﾐｼｶﾞﾝ大R. Laine、米ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ大G. Zangariほか）。 

事業期間に成果を集積したメソ化学に関する展開は、拠点が設立した「メソｽｹｰﾙ材料研究所（所長：黒
田）」により、元素戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとも連携しながら進捗させるべく、今後の継続体制が確立している、 
 
(2) 人材流動・育成面での成果 
2-1) 人材流動面での成果 拠点として締結した協定に基づく
人材交流は、海外機関での客員教授委嘱の増加にも繋がっ
た。例えば韓WCUﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（光州科学技術院）との協定は本機
関からの外国人副査（WCU代表K. E. Geckeler）の複数回招聘
のみならず本拠点から客員教授（西出）として定期的な集中
講義の実施と研究室の運営、WCUﾌﾙﾒﾝﾊﾞｰとしての参画、先
方の大学院生の研究指導受入れなど、流動性高く成果集積
できる環境構築に役立った。また、GCOE共催行事を活用して
招聘したMRS会長（B. M. Cremens）との交流など、メソｽｹｰﾙ
物質科学の思想構築に関して成果を集積した。 
 
2-2) 学生受入に関する成果 拠点の国際的な認知度の向上を受けて、博士課程留学生の受入れが顕
著に増加した。拠点が主導した学際領域の共同大学院設立や物材機構との連携構築も受入れ増加に寄
与し、多様なﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを持つ多くの学生が拠点の中で密度高く交流しながら次なる推進力を養成する
場として定着した。 
 
2-3) 人材育成面での成果 本拠点で育成された若手研究者は内外で高く評価され、一流の研究環境へ

の接続（例えばﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大Vacanti研ﾎﾟｽﾄﾞｸ）に繋がっている。また、JSPS主催のHOPEﾐｰﾃｨﾝｸﾞへの参加

や、審査を経た独財団主催ﾘﾝﾀﾞｳ会議でのﾉｰﾍﾞﾙ賞学者と若手の懇談会への参加など、格段の意識向上

に役だった。学位の国際水準の保証に加え、実践的化学英語や研究倫理など拠点が設けた多様な教育

プログラムにより着実な力量が育成され、例えば科学技術英語検定試験（TEP Test）に多数の1級合格者

を出すなど成果が集積された。また、拠点主催のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの運営に主体的に参加させ、「若手成果発表

討論会」などでﾎﾟｽﾄﾞｸも含め議論を主導させる中で、積極的な貢献意識とﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟが涵養された。 

海外のグループとの協働研究：線から面へ

早大 – Yale Univ. –
Monash Univ. NetworkSelf-directed 3D 

mesostructure

燃料電池用
新規電解質材料

海外のグループとの協働研究

早大 – Tel Aviv Univ. –
Newcastle Univ. Network

早大 – Univ. Santiago –
Univ. Chile Network

早大 – 上海交通大 –
Stockholm Univ. Network

新規プロトン伝導膜

Univ. Chile

Univ. Calicut

Queen’s Univ.

Newcastle Univ.

Virginia Tech
Univ. Houston

UTAD

Indian 
Inst. Tech. 

Stanford Univ.

拠点での研究に関わった訪問研究者

氏名 所属
I. M. Villoslada チリ大
J. Lee KIMS
M. Kim KIMS
D. Benayahu ﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞ大
D. A. Scherson ｹｰｽｳｪｽﾀﾝ大
J. S. Moreno ローマ大
P. P. Purayil ｶﾙｶｯﾀ大
S-G. Park 忠北大
D. Kolb ウルム大
R. Laine ﾐｼｶﾞﾝ大
C. Bonhomme パリ大
F. Babonneau CNRS
M. W. C. Man CNRS
C-S. Ha 釜山大
U. Wiesner ｺｰﾈﾙ大

氏名 所属
A. V. Anisimov ﾓｽｸﾜ大
T. E. Long ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ工大
B. Sutcliffe ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ大
M. S. Gordon ｱｲｵﾜ大
S. Li 南京大
S. Roy ﾆｭｰｶｯｽﾙ大
Z. Wang 陝西師範大
P. Cumpson ﾆｭｰｶｯｽﾙ大
I. Tabakovic Seagate Technol.社
P. Innocenzi 伊ｻｯｻｰﾘ大

V. S-Y. Lin ｱｲｵﾜ大
M. Thommes Quantachrome社
K. C. Gordon オタゴ大
V. Singh インド工大
V. Mattori 聖ｱﾝﾅ大
Klaus H. Ploog ﾎﾟｰﾙﾃﾞｭﾙｰﾃﾞ研

学生派遣・受入

氏名 学年 派遣/受入先
2007年度
J. Du D1 ｸｨｰﾝｽﾞ大 受入
G. Ciofani D1 聖ｱﾝﾅ大 受入
Samaneh Nouraei D3 ﾆｭｰｶｯｽﾙ大 受入
藤枝　俊宣 D1 聖ｱﾝﾅ大 派遣
小幡　洋輔 D2 聖ｱﾝﾅ大 派遣
佐藤　和泉 D2 聖ｱﾝﾅ大 派遣
庄司　雅己 D2 ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ工大 派遣
J. M. Layman PD ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ工大 受入
新井　敏 PD ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大 派遣
米久田 康智 PD ﾋｭｰｽﾄﾝ大 派遣
2008年度
V. Pensabene D3 聖ｱﾝﾅ大 受入
岡安　輝之 D1 ﾓﾅｯｼｭ大 派遣
丹羽　大輔 D1 ボン大 派遣
小保方 晴子 D1 ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大 派遣
藤枝　俊宣 D2 ﾋｭｰｽﾄﾝ大 派遣
冨中　悟史 D3 ローマ大 派遣
小幡　洋輔 D3 聖ｱﾝﾅ大 派遣
J. Ratchford PD ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大 受入
奈良　洋希 PD ローマ大 派遣
2009年度
M. Fernandes D1 UTAD 受入
A. Boullanger D1 ﾓﾝﾍﾟﾘｴ大 受入
S. Sangaraju PD ｲﾝﾄﾞ工大 受入

の例

の例



 
 

 
                                      

「グローバルＣＯＥプログラム」（平成１９年度採択拠点）事後評価結果 
 

機 関 名 早稲田大学 拠点番号 Ｂ13 

申請分野 化学、材料科学 

拠点プログラム名称 「実践的化学知」教育研究拠点 

中核となる専攻等名 先進理工学研究科応用化学専攻 

事業推進担当者 (拠点リーダー名)黒田 一幸         外 23 名 

 
◇グローバルＣＯＥプログラム委員会における評価（公表用）            

 

（総括評価） 

設定された目的は概ね達成された。 

 

（コメント） 

大学の将来構想と組織的な支援については、本拠点形成事業は大学の将来構想と一致し、予

算、スペース、キャリアパス、経済支援など私立大学特有のきめ細かな組織的支援が行われて

いる点は評価できる。 
拠点形成全体については、本拠点の主題である「実践的化学知」というコンセプトを“「メ

ソ化学」を推進する英知”と合致させるにはいまだギャップがあるが、「メソスケール次元・

階層・時空間での材料の設計・開発」は魅力的な視点である。事業推進担当者が各種教育・研

究等を分担し、拠点構築に努力したことは、高く評価できる。 
人材育成面については、博士課程外国人特別奨学金、留学生寮新設、遠隔TV会議での面接、

欧米研究者を副査とした学位審査、Scopus SciValでの研究成果可視化など、特色ある事業が

行われている。また、メソスケール化学の切り口で国際的人材育成を行う各種事業を推進し、

世界的リーダーの育成に努めており、非常に高く評価できる。しかし、博士課程修了者におけ

る大学教員や他大学のPDといったアカデミックポジションへの就職者数が少ない点は、本分

野での後継者を育成するには不十分である。 
研究活動面については、一流学術雑誌での掲載論文数が多いなど、非常に優れた研究業績や、

受賞業績がある。 
今後の展望については、本拠点の国際ハブ化にはまだ時間がかかるものの、メソ化学に関す

る多くの優れた研究者を客員教授として招聘し、学会レベルでのメソ化学の浸透・定着を推進

するなど、世界的ハブ形成に向けて着々と進展している。ただし、「メソ化学」が当該大学の

将来構想にどのように位置付けられているかは不明であり、メソ化学が当該大学の推進研究課

題とならない限り、本事業終了後に本拠点がメソ化学のハブとして存続することができるか、

危惧される。 
全体的に、組織、企画、運営、人材育成事業、経済支援事業、大学との連携の面で、極めて

良い教育研究拠点形成が進んでおり、メソ化学を全面に出して国際ハブが構築されつつある。

今後、本拠点が他を凌駕する国際ハブを構築するには、事業継続が不可欠である。 
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